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岡山ＥＳＤ推進協議会 令和６年度活動報告 
 

【重点取組① 持続可能な地域づくりの推進】 

（１）おかやまＥＳＤフォーラム２０２４                           
第１部として、ＥＳＤ岡山アワード２０２４受賞団体への表彰状授与、市長祝辞、岡山ＥＳＤ

推進協議会会長による講評及び受賞取組の発表を行った。 

第２部として、県内高校及び公民館４団体（県立岡山操山高校、県立真庭高校、あわくら会

館（西粟倉村）、岡大附属中学校）によるＥＳＤ・ＳＤＧｓの取組発表及びフォーラム参加者に

よる意見交換・交流を行った。 

開催日：１１月２３日（土・祝） 場所：杜の街グレースオフィススクエア 

（岡山市北区下石井２－１０－８） 

参加者：４３名 

 

（２）岡山ＥＳＤプロジェクト活動団体交流会 
岡山ＥＳＤプロジェクト登録団体及び、岡山ＥＳＤプロジェクト活動助成金交付団体の交流会

を行った。 

開催日：６月１０日（月） 場所：岡山市勤労者福祉センター  

参加者：４６名 

 

【重点取組② ＳＤＧｓ達成に向けた実践】 

（１）ＳＤＧｓ守ろう︕海・川プロジェクト                      
①岡山連携中枢都市圏の１２市町で連携し、海ごみ削減を目指した河川のごみ拾いを中心とした

イベントを開催（春・秋の年２回） 

 ・「岡山のランナー集まれ！街中クリーン大作戦」（第５回）※雨天のため中止 

  開催日：５月１２日（日） 会場：下田町公園周辺 

・「岡山のランナー集まれ！街中クリーン大作戦」（第６回） 

  開催日：１０月１４日（月・祝） 会場：下田町公園周辺 

主催：岡山市、栄光スポーツ ランニング専門店ランプロ 

協賛：コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 

● 持続可能な社会づくりに向けた市民の理解を進め、岡山地域及び、それぞれの地域コミュ

ニティごとに持続可能な未来の姿を描くとともに、その実現のための連携・協働を推進し

ます。 

● ＳＤＧｓの達成に向けたＥＳＤの学びの役割を強調しながら、持続可能な社会づくりに向

けた実践に繋がる取組を推進することで、ＳＤＧｓの達成に貢献していきます。 
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  後援：岡山ＥＳＤ推進協議会、公益財団法人岡山県環境保全事業団 

②ＳＤＧｓ海川フォーラム２０２５～持続可能な社会に向けて～ 

 学校、企業、地域団体、公民館の取組発表及び参加者全員でのワークショップを通じて、海

ごみ問題やＳＤＧｓについて学び合った。 

開催日：２月８日（土）  会場：岡山国際交流センター 

参加者：６４名 

③ＳＤＧｓパネル展 

岡山連携中枢都市圏市町「河川・海ごみ回収レポート」と「ＳＤＧｓの取組」を展示し、市民   

や職員に対し、具体的な取組事例を紹介することでＳＤＧｓの普及啓発を行った。 

開催日：２月８日（土）     会場：岡山国際交流センター（海川フォーラム会場内） 

開催日：２月１９日（水）～２１日（金）  会場：岡山市役所本庁舎１階市民ホール 

   ④後援等で協力した清掃活動 

      ５月１２日（日）     「岡山のランナー集まれ！街中クリーン大作戦」（第５回） 

                     （主催：岡山市、栄光スポーツ）※雨天中止 

６月 １日（土）    瀬戸内オーシャンズＸを応援する「みんなでおかやま・百間川 

清掃」「世界の宝石-瀬戸内海」を磨く 

（主催：ＮＰＯ法人グリーンパートナーおかやま） 

１０月１４日（日）    「岡山のランナー集まれ！街中クリーン大作戦」（第６回） 

                     （主催：岡山市、栄光スポーツ） 

        １１月１７日（日）    「おかやま海ごみゼロ大作戦」 

                                  （主催：ＮＰＯ法人グリーンパートナーおかやま） 

（２）岡山連携中枢都市圏ＥＳＤ実践 
①ＳＤＧｓ・ＥＳＤ研修 

岡山連携中枢都市圏市町の職員、住民を対象としたＳＤＧｓ・ＥＳＤに関する研修を３回実施

した。（７／２６早島町、１１／１８玉野市、１／１０岡山市）また、真庭市、備前市において

岡山連携中枢都市圏事業によるＳＤＧｓ・ＥＳＤに関するフォーラム・イベント等実施。 

②「未来わくわくＳＤＧｓフェスタ」での連携 

「未来わくわくＳＤＧｓフェスタ」のパネル展示等で連携し、岡山連携中枢都市圏の取組を発

信した。 

主催：岡山市・岡山ＥＳＤ推進協議会 

来場者：約３，０００人 

 

（３）未来わくわくＳＤＧｓフェスタ【委託】 
ＳＤＧｓを学び実践行動につなげるため、ステージイベントや体験型ワークショップなどを

行うＳＤＧｓ普及啓発イベントを開催した。 
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開催日：８月２２日（木） 会場：イオンモール岡山 １階未来スクエア 

委託先：株式会社 ビザビ 

主催：岡山市・岡山ＥＳＤ推進協議会 

来場者：約３，０００人 

 

【重点取組③ ユース・人材育成】 

（１）ユースに向けたイベントの開催【委託】 
① 「おかやまＳＤＧｓ ユースの集い２０２５ ＳＤＧｓクエスト」を高校生、大学生等を対象

に、ＳＤＧｓ達成に向けた社会課題の解決について考えるミッションに挑戦し、仲間と繋がる

ことを目的に開催した。 

開催日：２月２２日（土） 場所：杜の街グレースオフィススクエア 

参加者：１８名 

委託先：ＳＤＧｓネットワークおかやま 

 

（２）ＥＳＤコーディネーター研修【委託】                    
市民団体、企業、行政関係者等を対象として、ＥＳＤの視点を身に付け、地域課題の抽出や、課

題解決のための企画書作りを通して、地域や職場などでＥＳＤを推進するＥＳＤコーディネータ

ーの育成を行った。 

開催日：１０月１０日（木）、１０月２４日（木）、１１月８日（金）、１１月２５日（月）の 

    全４回 

場所：岡山市勤労者福祉センター  参加者：１７名 

委託先：ＮＰＯ法人持続可能な開発のための教育推進会議（ＥＳＤ－Ｊ） 

テーマ：「ＳＤＧｓを視野に入れた地域づくりのために」 

 

（３）ＥＳＤ学生インターンシップ【委託】                      
社会課題解決に向けて取り組む岡山のＮＰＯや公民館の取組を体験し、持続可能な社会づくり

に向けて主体的に参画する若者の増加を目的に開催した。 

期間：８月１５日（木）～９月１３日（金） 

参加者：１９名（岡山大学、岡山商科大学、新見公立大学、IPU・環太平洋大学、ノートルダム清心女子大学、 

岡山情報ビジネス学院、愛媛大学、就実大学） 

実習先：ＮＰＯ法人岡山市子どもセンター、北長瀬エリアマネジメント、ＮＰＯ法人だっぴ、ＮＰＯ

法人タブララサ、ＮＰＯ法人チャリティーサンタ、社会福祉法人藤花会、ＮＰＯ法人若者応

● 岡山地域の若者が持続可能な社会づくりに参画するための体制を整備するとともに、地域

や団体等でＥＳＤ活動をリードする人材を育成します。 
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援コミュニティとりのす、岡山市立旭公民館、岡山市立南公民館 

委託先：ＮＰＯ法人岡山ＮＰＯセンター 

 

（４）ユネスコ／⽇本ＥＳＤ賞賞⾦による若者向け助成事業の実施          【別紙１】 
グローバルな視野を持って岡山地域の持続可能な社会づくりに向けた取組にチャレンジする若

者等を対象に、調査・研修の経費を助成する事業を実施する。 

Ａ）国内外におけるＥＳＤやＳＤＧｓ推進に向けた先進事例の調査に関する事業 

   認定件数 ３件 

Ｂ）国内外におけるＥＳＤやＳＤＧｓ推進に向けた研修等（会議、ワークショップ等を含む）へ

の参加に関する事業 

   認定件数 ２件 

 全５件について交付決定し、３件に助成金を交付した。※２件辞退 

 

【重点取組④ 地域コミュニティ・公⺠館・学校でのＥＳＤやＳＤＧｓの推進】 

（１）公⺠館におけるＥＳＤの取組の継続＜公⺠館＞ 

 

（２）持続可能な地域づくりに向けた公⺠館の取組の充実＜公⺠館＞ 

 

（３）岡山県ユネスコスクール高等学校ネットワーク実践交流会の⽀援 
岡山県内１１校のユネスコスクール高等学校が連携して開催する交流会を支援した。ワークショッ

プやポスターセッション等を実施した。 

開催日：１１月１７日（日） 参加者：９５名 場所：岡山国際交流センター ２階 国際会議場 

（４）教員対象のＥＳＤ研修会＜教育委員会学校指導課＞ 
市立の全ての学校を対象とした協議会で、ESD に係る説明及び協議を実施。 

（５）ＥＳＤに係る地域と連携した取組＜教育委員会学校指導課＞ 
学校が地域の方等を招いて授業を実施した際の講師謝礼金を岡山市教育委員会が負担する事業。 

実施校数：延べ２８校  協力いただいた地域の方：延べ９７名 

（６）ＥＳＤ・ＳＤＧｓ出前教室の実施【委託】                   
小・中・高等学校からの要望に応じ、講師を派遣し「ＳＤＧｓ出前教室」を実施した。 

実施：３５件 

委託先：ＳＤＧｓネットワークおかやま 

● 各学校園や公民館、地域団体等の主体的な取組を支援し、持続可能な地域づくりを推進しま

す。 
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【重点取組⑤ 優良事例の顕彰】                          

ＥＳＤ岡山アワード２０２４ 応募２６７件（７０か国・地域）          
◎受賞取組 

    ・「Huayo Method（ウアヨ・メソッド）」 

気候変動に伴う生態系の保全と持続可能な利用を促進するために、ペルーのアマゾンの子ど 

もたち向けに、口承伝承・芸術・森林との深い関わりを活用した体験学習プログラムを提供 

     団体名：Amazon Forever（ペルー共和国） 

    ・「The Global Goals Centre – Sparks Bristol（スパークス・ブリストル）」 

      古いデパートを再生し、気候変動等に対応するためのワークショップ等が提供されるコ 

ミュニティーニティ拠点を創設・運営 

     団体名：The Global Goals Centre（英国） 

１１月２３日（土・祝）のおかやまＥＳＤフォーラム２０２４にて、受賞団体への表彰状授与、   
副市長祝辞、岡山ＥＳＤ推進協議会会長による講評及び受賞取組の発表を行った。 

 

【重点取組⑥ ＥＳＤ活動の拡大】 

（１）岡山ＥＳＤプロジェクト活動⽀援助成⾦                  【別紙２】 
岡山ＥＳＤプロジェクト参加団体の活動内容の充実を図るため、活動費の一部を助成した。 

 募集期間：３月２９日（金）～４月２６日（金）  

 交付団体説明会：６月１０日（月）   交付決定：３４団体 

 

（２）岡山ＥＳＤプロジェクト活動団体交流会 
岡山ＥＳＤプロジェクト参加団体を対象にお互いの活動内容や課題を共有し、お互いを知り、活 

動を充実させるためのきっかけづくりを目的とした交流会を開催した。 

開催日：６月１０日（月）   参加人数：４６名 

 

（３）ＥＳＤ活動の情報発信 
・ホームページ「おかやまＳＤＧｓ・ＥＳＤなび」を活用した参加団体の活動の見える化  

「おかやまＳＤＧｓ・ＥＳＤなび」ホームページで参加団体によるＥＳＤ活動の情報を掲載す

るとともに、ＳＤＧｓの各項目に関連した参加団体の紹介ページを活かして、活動の見える化

を図った。 

・Ｏｎｉビジョン「おかやまＥＳＤなび」の放送 

番組：７・８月 「『世界の宝石‐瀬戸内海』を磨く 中高生と楽しく環境クリーン交流会     

in 百間川」 

● ＥＳＤ活動のモデルとなる優良事例を顕彰するとともに、多くの市民に発信することによ

り、活動の活性化と質の向上を図ります。 

● 持続可能な社会づくりに向けた活動の輪を広げ、公民館や学校以外でも、ＥＳＤに関する地

域活動の拠点を増やします。 
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１０月・１１月 「地域と共に歩むエコな取組」 

１月・２月「地域を知ろう！つなごう未来へ」 

    ・全国のＥＳＤコンソーシアムが連携し、オンライン教材・講座の情報を相互に活用できるため 

の枠組みを、北陸ＥＳＤコンソーシアムの主導で構築。ホームページを整備した。 

・オンライン「ＥＳＤカフェ×ＳＤＧｓシリーズ」の実施           【別紙３】 

様々なＥＳＤ活動を実践している方やユース活動支援助成金を利用したユースを講師に迎

えて、各種テーマについて発表や意見交換などの交流を行った。 

参加人数：２５８名（令和６年度累計） 

（４）岡山ＥＳＤプロジェクト参加団体の拡大 
  令和６年度新規登録１７団体  計３９７団体（令和７年３月３１日現在） 

団体数合計 397 

  
＜内訳＞  

NPO・市民団体等 212 

企業等 54 

大学 9 

高校 10 

中高一貫校 4 

中学校 16 

小学校 41 

その他教育関係団体 4 

社会教育（公民館等） 41 

行政 6 

合計 397 

 

  新規登録団体： 

くらた親子食堂、岡山ネパール人協会、山南地区地域活性プロジェクトチーム、杜の家なかみち、みんなの家、 

Lino おかやま、はれのまほけんしつ、瀬戸地域の新市基本計画事業を見守る会、GAIA CLUB おかやま、 

 一般社団法人岡山ももたろう義塾、岡山県精神障がい者団体連合会、劇団ほにゃらら、社会福祉法人あすなろ福 

祉会、 岡山トーストマスターズクラブ、ナガセヴィータ株式会社、きょくりゅう地域みんなの居場所づくり実行

委員会、 The World Kitchen 実行委員会 

 

【重点取組⑦ 企業・経済団体の取組促進】 

（１）企業向けＳＤＧｓ研修                            
①企業がＳＤＧｓを学び、事業を通じた社会貢献と共に企業が発展することを目的に「企業向け

ＳＤＧｓワークショップ」を開催した。（協力：株式会社リコー、リコージャパン株式会社） 

● 企業や経済団体でのＥＳＤ・ＳＤＧｓの取組を推進します。 
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・開催日：２月１７日（月） 会場：岡山市役所７階 大会議室 

テーマ：脱炭素・ESG って急に言われましても 

 参加者：２５名 

【重点取組⑧ 海外や国内との連携】 

（１）「ＳＤＧｓ守ろう︕海・川プロジェクト」 （再掲） 

①岡山連携中枢都市圏の１２市町で連携し、海ごみにつながる河川のごみ拾いを中心としたイ

ベントを開催（圏域内で約１,０００名参加目標） 

② ＳＤＧｓ海川フォーラム～持続可能な社会に向けて～ 

③ ＳＤＧｓパネル展 

（２）公⺠館とＣＬＣの交流 

・東南アジア教育大臣機構（ＳＥＡＭＥＯ）・生涯学習センターの６名が、ベトナム及び東南ア  

ジア地域におけるＣＬＣ運営の参考にするため岡⼭市⽴公⺠館を視察。公⺠館振興室との政 

策に関する情報交換および、公⺠館の視察、公⺠館職員と 公⺠館利⽤者へのインタビュー調査  

を行った。 

来岡日： 令和６年８月１９日（月）、２０日（火）  

（３）国内のＥＳＤ推進組織との連携 

・国内ＲＣＥ実務者会議（日本ＲＣＥユース会議同時開催） 

事務局員３名が参加し、ＲＣＥ岡山の取組を報告した。同日、日本ＲＣＥユース会議も開

催されたが、参加予定者が体調不良のためＲＣＥ岡山ユースの参加はなかった。 

開催日：２月１０日（月）、１１日（火・祝） 会場：タカミヤ環境センター（北九州市） 

・中国地方ＥＳＤ活動支援企画運営委員会 

ＥＳＤ活動支援企画運営委員会（ＥＳＤ活動支援センター）委員（ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進

課長）として出席した。 

開催日：６月６日（木）  会場：ＥＰＯ中国（広島市） 

 

（４）海外のＥＳＤ推進組織との連携 
・ユネスコ学習都市ウェビナー 会場：オンライン 

開催日：４月１７日、５月１５日、６月 1９日、２月１９日 

   ・ユネスコ学習都市ＥＳＤクラスター ワーキンググループ会議  会場：オンライン 

    開催日：５月８日、７月１０日、９月３日、１１月５日、１月１６日 

・ユネスコ学習都市ＥＳＤクラスター テーマ別会議  会場：オンライン 

開催日：６月１３日、１２月１２日、２月２０日 

・平澤市（韓国）韓国研究財団 実用的社会イノベーション戦略ＳＤＧｓ研究チーム ／  
ＳＤＧｓ 韓中日ネットワーク代表者来岡 

  来岡日：８月２７日 

・ＲＣＥアジア太平洋地域会議に向けてのコアグループ会議   会場：オンライン 

開催日：５月２３日、８月２１日 

● 海外や国内のＥＳＤ関連組織と一層連携します。 
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・第１６回アジア太平洋ＲＣＥ地域会議 

開催日：９月１２日、１３日  会場：キルギス 

・第６回ユネスコ学習都市世界会議 

開催日：１２月３日～５日    会場：サウジアラビア 

   ・タイにおけるユネスコ学習都市関係者来岡 

     来岡日：１２月５日 

  ・ユネスコ世界遺産・伝統工芸・生涯学習フォーラム in スコータイ 

開催日：１２月１２日、１３日 会場：タイ 

   ・平澤市（韓国）持続可能な発展協議会国際学術シンポジウム 

     開催日：１２月２７日     会場：オンライン 

 

    ＜その他視察対応＞  

   ・聖心女子大学（澤野先生）紹介のフィンランド研究者視察 

  来岡日：１０月１８日 

・スウェーデン中学教師視察 

  来岡日：１０月２２日 

 

【岡山ＥＳＤプロジェクト参加団体・岡山市等と連携した取組】  

（１）連携中枢都市圏各市町との連携 （再掲） 
・岡山連携中枢都市圏ＳＤＧｓ・ＥＳＤ研修 

・ＳＤＧｓ守ろう！海川プロジェクト 

（２）ＳＤＧｓを推進する産官学⺠との連携 

・おかやまＳＤＧｓアワード２０２４ 

岡山県内のＳＤＧｓの優良事例を顕彰する事業を共催。県内２６団体からの応募があり１２

団体が受賞した。（特に優良な取組５団体、優良な取組６団体、特別賞１団体） 

主催：おかやま円卓会議･おかやま地域発展協議体･おかやま地域発展協議体おかやまＳＤＧ

ｓ研究会（構成：岡山経済同友会、岡山県銀行協会、岡山県商工会議所連合会、中国銀行、山陽

新聞社、岡山県、岡山市、倉敷市、笠岡市、井原市、備前市、瀬戸内市、真庭市、浅口市、西粟倉

村、岡山大学） 

・関西湾岸ＳＤＧｓチャレンジ事業 
岡山学芸館高等学校の生徒と甲南大学の学生が合同で、「あなたは交通弱者に当てはまります

か？」をテーマに、岡山市の高校生や「とみやま助け合い隊」等へのインタビューや、牛窓での

フィールドワークを行い、その結果を取りまとめ、甲南大学においてプレゼンテーションを行っ

た。（７～１１月） 

 


